





































象する魂の力によって生ずる（§ 667,642）（cf. § 689）。 




れゆえ、私は、非意欲する能力、「非意志」〔noluntas, das Vermögen den Willen von 
etwas abzuneigen〕をもつ（§ 216）。上級欲求能力は、意志であるか、非意志であ
るかである（§ 689）。意欲および非意欲の動因〔causa impulsiva, Bewegursache〕
の表象は、「理由」〔motivum, Bewegungs-Grund〕である。魂のインセンティブ〔elater, 
Triebfeder〕（§ 669）は、刺戟〔stimulus〕であるか、理由であるかである（§ 677,521）








ない2。理由は、真の理由であるか、仮象の理由であるかである（§ 12）（cf. § 691）。 
意欲および非意欲は知解〔intellectio〕に従うので（§ 690）、それらは、それに混
雑した何ものも全く混入されていないところの純粋な知解に従い、「純粋な意欲およ













appetitivae inferioris et superioris, Einigkeit des obern und untern Vermögens zu 
begehren〕が生じる。それによって衝突のあとで私が決する仕方で欲するあるいは








する下級欲求能力においても、私は過重の状態においてある（§ 674）（cf. § 694）。 
「欲求ないし忌避のために決する仕方で十分な、欲求ないし忌避の動因」は、「完













beschliessend, nachfolgend〕（finalis, decisivus, decretorius）意欲ないし非意欲」
である。そして、帰結的意欲ないし非意欲は、「決心」〔decretum, Rathschluss, 





































ein biegsames Gemüth）であり、それが困難な者は、「不従順な者」〔firmus, ein fester 
Sinn〕である（cf. § 698）。 
熟考する習性に長けている者は、「思慮深い者」〔 circumspectus, ein 
bedachtsames〕（consideratus）であり、熟考なしに欲求ないし忌避する習性をもつ
者は、「無思慮な者」〔inconsideratus, unbedachtsames〕である。決心しがたい思
慮深い者は、「定まらぬ者」〔anceps, mehrentheils unentschlossenes Gemüth〕
（indeterminatus）であり、容易に決心する者は、「定まりやすい者」〔promptus, ein 
Mensch von kurzen Entschliessungen〕（determinatus）である。みずからの実践
的理性推論の大前提、すなわち、「格率」〔maxima, jemandes gewöhnliche 




諸力のしかるべき度を適用する者は、「適切になす者」〔strenuus, brav und genug〕
であり、度を越してしまう者は、「激しい者」〔vehemens, heftig und zu viel-thuend〕
であり、度に足りない者は、「衰弱した者」〔languidus, matt und zu wenig-thuend〕




 第 19節では「自発性」（Spontaneitas, Spontaneität）について詳説される。私
は内的に（§ 126）変えられる（§ 505-699）。それゆえ、私は有限（§ 254）で偶然的
（§ 257）な有である。それゆえ、私の存在は様態であり（§ 134）、そのうえ、あら
ゆる私の状態は in se に偶然的である（§ 205,108）。それゆえ、それらの状態のあら
ゆる変化も偶然的である（§ 124, 125）。それゆえ、私のあらゆる actio, あらゆる
passio は in se に偶然的である（§ 210）。ここから、私のあらゆる将来の actioも偶
然的である（§ 298）。ここから、私のいかなる actio も、いかなる passio も絶対的





でもないか（§ 198）、それとも、強要されるものの「受動的」〔passivus, die gelittene〕
強要であるかである。後者は、偶然的なものから必然的なものへと変えられるとこ
ろの諸附帯性に、actioないし passio に、帰属させられるばかりでなく、それにかか
る強要された諸附帯性が内在するところの実体にも帰属させられる（cf. § 701）。 
「絶対的強要（coactio）」〔necessitatio absoluta, an und vor sich nothwendig 





の actioは actusそのものにおいてあり、また、常に actusそのものにおいて生起す
るが、したがって、それ自身において偶然的ものでもあり、ここから、それらの反
対もそれ自身においては可能なものである（§ 700,104）（cf. § 702）。 
多くの私の actioの反対の仮言的可能性は、極めて大きい（§ 168）。ここから、多
くの私の actioの偶然性、それも仮言的偶然性は、極めて大きい（§ 188,700）。ここ
から、将来の私の actioは、将来のものとして、極めて偶然的である（cf. § 703）。 
agere する者に内的であるところの充足的原理に依存する actio は、「自発的な
actio」〔actio spontanea, eine selbstthätige Handlung〕である。だから、自発性は、
1) agere する者に内的であるところの充足的原理に依存する actio, 2) かかる actio
をなす実体に帰せられる。ところで、agereする者に内的である原理に、本来的にそ
う呼ばれるあらゆる actio は依存している（§ 210,37）。それゆえ、本来的にそう呼
ばれるあらゆる actioは自発的である。しかし、諸々の actioと passio から合成され
た諸変化は、往々にしてより支配的なものから actioと名づけられるので、それらは、







るなら、魂はオートマトンであろう（cf. § 705）。 
agere する者に内在する原理が唯一の最も小さな actio にしか十分でない場合、自




（cf. § 706）。 
「外的強要」〔necessitatio externa, die äussre Nöthigung〕（coactio ab extra）は、
強要される実体のそとに存在する力に依存する強要であり、それは、観念的である
か、それとも、実在的であるかである（§ 701,212）。外から実在的に強要された actio
は、自発的でもなければ、本来的な意味での actioでもなく（§ 704）、実在的な passio
である（§ 210）。実在的な外的強要は、「端的にそう呼ばれる外的強要（coactio）」
〔necessitatio externa simpliciter talis, die äussre schlechterdings so genannte 
Nöthigung〕である。それゆえ、端的にそう呼ばれる外的強要によって強いられた
actio は、実在的な passio であろう。絶対的には強要されない実体および actio は、
「絶対的強制から自由な（cf. § 719）実体および actio」〔substantia et actio libera a 
coactione absoluta, Kraft und Handlung sind frey von äussrer schlechterdings so 
genannter Nöthigung〕である。端的にそう呼ばれる外的強制によっては強要され
るわけではないような実体および actio は、「端的にそう呼ばれる外的強制から自由
な実体および actio」〔substantia et actiones liberae a coactione externa simpliciter 
tali, Kraft und Handlung sind frey von äussrer schlechterdings so gennnter 
Nöthigung〕である。それゆえ、あらゆる私の変化は絶対的強制から自由であり（§ 
702）、私のあらゆる actio，私の魂のあらゆる自発的な actio，すなわち、本来的に
そう呼ばれるあらゆる actio（§ 704）、および私の魂は、それらが自発的に agere す





３ 随意欲求能力（arbitrium, Willkür） 
  
 第 20 節の主題は arbitrium（Willkür）である。カントの自由論を理解するに
あたって、この概念のコンテクストを把握しておくことは極めて重要である。私に
自然に可能であるところの actio は、「私の支配のうちにある actio」〔actio in 
potestate mea posita, Handlungen stehen in meiner Gewalt〕であり、私に自然に
は不可能であるところの諸々の realitas は、「私の支配のそとにある〔extra 
potestatem neam positae, stehen nicht in meiner Gewalt〕realitas」である。それ
ゆえ、或る actioは、単に端的に私の支配のうちにあるか、それとも、相対的にも私
のうちにあるかであり、或る actioは、端的にも私の支配のそとにあるか、それとも、




に誰かの支配のうちにあるような actio は、彼にとって「執行に関して自由（cf. § 
719）」〔liberae ratione executionis, bey denen Thun und Lassen in meiner Gewalt 
steht〕である。それの反対が端的に誰かの支配を越えているような actio は、彼に
とって「単に自然的」〔mere naturalis〕である。執行に関して自由な actio は、そ
れの反対が一定の agere する者に関して同等に自然に可能であるなら、彼にとって
「自然的にどうでもよい〔physice indifferens, gleich leicht und schwehr ist〕
（indifferens, qua exercitium actus）actio」である（cf. § 708）。 
単に自然的な actioは自然的な仕方で必然的である。だから、この actioとは違っ
て、執行に関して自由な actioは自然的な仕方で偶然的である（§ 708,469）。ここか
ら、将来の actioは、時折、端的に、「将来の偶然的なもの」〔futura contingentia, das 
Zufällig-künftige〕と呼ばれる（cf. § 709）。 
「内的強要（coactio）」〔interna necessitatio, die innre Nöthigng〕とは、強要さ
れた実体の内的規定に依存するような強要である。それは実体およびそれの actioに




ぎりにおいて（§ 702, 107）、全く不可能である（§ 702）。2) 実体の natura によっ





的で、絶対的ならびに自然的な強要から自由（cf. § 719）」〔liber a necessitatione 
interna tam absoluta, quam physica, frey von der innern so wohl wesentlichen 
als natürlichen Nöthigung〕である。ところで、これに対して、執行に関して自由
な actio、および、そのような actioをなし遂げる実体は、そのような actioをなし遂
げるかぎりで、これらの両方の意味のいずれにおいても内的に強制されておらず（§ 
709,708）、それゆえ、内的で絶対的な強制からも内的で自然的な強制からも自由で
ある（cf § 710）。 
多くの私の actio、および、私の魂の多くの自発的 actio は、執行に関して自由で
ある（§ 708）。それゆえ、それらの actio、および、それらの actio をなし遂げるか
ぎりにおける魂には、外的で、端的にそう呼ばれる強制からの自由（§ 707）も、内



















は随意欲求的である（cf. § 712）。 











（cf. § 713）。 
 「狭義の強制」〔coactio significatu stricto, Zwang in engerer Bedeutung〕（cf. § 
701）とは、意に反した actio の産出であるので、「強制されたあるいは端的に受け
取られた外的強制による意に反した actio」〔actio coacta seu invita per coactionem 






制した｣〔me ipse coegisse, ich zwinge mich selbst zu etwas〕と言われるか、それ
とも、私のそとの別のものから産出されたと見なされて（§ 22）、｢意に反したあるい
は相対的な外的強制によって強制された actio｣〔actio invita seu coacta per 
coactionem externam secundum quid, eine von aussen gewisser Maassen 
 24 
erzwungene Handlung〕（mixta, sc. ex arbitraria, et invita per coactionem 






ないかぎりにおいて（cf. § 715）。 
 「無知あるいは誤謬による意に反した actio」（actio invita per ignorantiam aut 




（cf. § 716）。 
 最小の好みに従ってただ一つの actio を決定するような随意欲求能力は最小であ
ろう（§ 161）。それゆえ、随意欲求能力は、より大きな好みに従って、より多くの、
より大きな actio を決定すればするほど、大きい（§ 160）、その随意欲求能力が、最





能力をもつかだろう（§ 676,689）（cf. § 718）。 
 
４ 自由（libertas, Freiheit） 
 
第 21節は「自由」が主題である。みずからの感性的な好みに従って欲求ないし忌
避する能力は、「感性的な随意欲求能力」〔arbitrium sensitivum, das sinnliche 
Willkür〕であり、みずからの好みに従って意欲ないし非意欲する能力は、（自由な
随意欲求能力〔liberum arbitrium〕）「自由」〔libertas, Freiheit〕（cf. § 707,708,710）
 25 






actioは「自由な actio」〔actio libera, freie Handlung〕である。そして、自由な actio
を成し遂げうる実体自身も、そのかぎりにおいて、「自由な実体」〔substantia libera, 









て現実化される（§ 712,667）（cf. § 720）。 
 「自発的な actio」〔actio voluntaria, Handlungen des Willens, die mit Willen 
geschehn〕と言われるのは、1) 上級欲求能力によって決定されるすべての actio で
あるが、その場合、上級欲求能力によって決定されない actioは、「非自発的な actio」
〔actio involuntaria, die nicht des Willens sind, oder nicht mit Willen geschehn〕
である。そして、この意味においては、あらゆる自発的な actioは自由な actioであ
るが、あらゆる自由な actio が自発的な actioであるわけではない（§ 719）。実際、
私を自由によって規定することが私の支配のうちにある場合に私が自己自身を感性
的な随意欲求能力によって規定するとするなら、その種の actio は、非自発的だが、
それにもかかわらず、自由な actioであろう（cf. § 721）。 
 「自発的な actio」〔actio voluntaria, freywillige Handlungen〕と言われるのは、
2) 上級欲求能力によっていかなる仕方でも意に反しては決定されないすべての
actioである。その場合、私が意に反して意欲する actio は、「非自発的な actio」〔actio 
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involuntaria, Handlungen, die ich ungern will〕である。この意味においては、自
発的な actio も非自発的な actio もすべて自由な actio である（§ 719）。しかし、あ
らゆる自由な actioが、この意味で自発的な actio であるか、それとも、非自発的な
actioであるか、であるわけではない（cf. § 722）。 
 自由とより緊密に連結されているものは、「広義で道徳的なもの」〔morale late 
dictum, sittlich in weiterer Bedeutung〕である（cf. § 787）。ここから、「自由な規
定」は「道徳的な規定」〔determinatio moralis, sittliche Bestimmungen〕であり10、




態」〔status moralis, der sittliche Zustand〕である。ここから、1) 自由によってし
か、あるいは、自由であるかぎりにおける自由な実体においてしか生じえないもの
は、「広義で道徳的に可能」〔moraliter possibile latius, sittlich möglich in weiterer〕
であり、2) 道徳的な諸法則に適って規定された自由によってしか生じえないものは、
「狭義で道徳的に可能」〔moraliter possibile strictius〕である、あるいは、「許され
た」〔licitum, in engerer Bedeutung, erlaubt〕ものである。1) 単なる自由のために
自由な実体において生じえないものは、「広義で道徳的に不可能」〔moraliter 
impossibile latius, sittlich unmöglich in weiterer〕であり、2) 道徳的諸法則に適っ
て規定された自由によって不可能であるものは、「狭義で道徳的に不可能」〔moraliter 




に必然的」〔moraliter necessarium latius, sittlich nothwendig in weiterer〕であり、
2) それの反対が許されていないものは、「狭義で道徳的に必然的」〔moraliter 
necessarium strictius, in engerer Bedeutung〕である。道徳的な強要は、「拘束」
〔obligatio, Verbindung, Verpflichtung〕である。意に反した actioへの拘束は「道






うなものである（§ 723）。それどころか、「最も普遍的な道徳的法則」〔lex moralis 
universalissima, das allgemeinste sittliche Gesetze〕、すなわち、あらゆる自由な
実体のあらゆる自由な actio を規定する法則が措定されると、あらゆる自由な actio































ちにあるとするなら、その種の actioは、それにもかかわらず、自由な actio である
（§ 719）。それらへと私が私を強制するか、それとも、相対的に外的に強制される
ところの多くの私の actioは、自由な actioである（cf. § 727）。 
 相対的な外的強制は次のようなものであろう：1) 気に入られるものからの刺戟の
産出、「魅惑」〔illecebra, Reitzungen, locken〕、2) 気に入られないものからの刺戟
の産出、「脅し」〔minae, Drohen〕、3) 気に入られるものからの理由の産出、「勧告」
〔suasio, Anrathen〕、4) 気に入られないものからの理由の産出、「諫止」〔dissuasio, 
Abrathen〕、5) その上、意に反した actio への過重の帰結について強制する者が確
信できるに至るまでの気に入られないものの継続的な現実化そのもの、「恐喝」
〔extorsio, die Erpressung〕（§ 714）。多くの私の actioは、私がそれらへと諸々の
脅しと魅惑、勧告と諌止によって、また諸々の恐喝によってすら強制されるにもか
かわらず、自由な actioである（§ 727）（cf. § 728）。 
 あらかじめ設定された調和の体系によって、何らかの有限なものから産出される
はずの端的に受け取られた外的強制による魂のあらゆる意に反した actio は廃棄さ






とが帰せられる（§ 354,307）14（cf. § 729）。 
 私の自由な意欲および非意欲は、「魂の呼び出された actus」〔actus animae eliciti〕









significatu lato, die innre Knechtschaft der Seelen überhaupt〕である。自己に対
する支配を増大するために努力する者は、（自由民の〔ingenuus〕）「自由な」〔liberalis, 
frey, dem knechtischen entgegen gesetzt〕者であり、道徳的隷属を促進する者は、
「奴隷的な」〔servilis, knechtisch〕者である（cf. § 730）。 
 より多くの中間の actus を介してのみ自由に依存するような魂の actio は、「自由
に間接的に（媒介的に）支配された〔 indirecte (mediate) subesse〕 actio」
〔Handlungen, die der Freiheit mittelbar unterworfen〕であり、これに対して、
他の観察されうるより多くの中間の actus なしに自由によって私が agere したりや
めたりするところの actio は、「自由に直接的に（媒介なしに）支配された〔directe 
(immediate) subesse〕actio」〔Handlungen, die ihr unmittelbar unterworfen〕で
ある。「自由に最大限間接的に支配された actio」も、それにもかかわらず自由な actio





劣な気質の最大のものは、「性癖」〔passio dominans, der Hang〕と呼ばれる。そし
て、それらの一定の比例関係は、欲求ないし忌避さうるものの一定の種へとより容
易にもたらすので、ここから、「魂の諸傾向性」〔temperamentum animae, Mischung 
der Gemüths-Neigungen〕の多彩な種が構成される。それゆえ、魂の多数の傾向性








1 したがって、カントが wollen という助動詞を用いて具体例を叙述する場合、既に「理性的
欲求」に話が限定されていることに留意すべきである。 





























































































































































































の試み』（Friedrich Wagner, Versuch einer gründlichen Untersuchung, welches der 
wahre Begriff von der Freyheit des Willens sei? 1730）にはじめて見いだされ、バウムガ
ルテン、マイアーへと受け継がれたものである。ヴァーグナーについては、氏の「自由概念
の階層的解釈――ヴァーグナー、バウムガルテン、マイアー――」（『哲学研究年報』(関西
学院大学哲学会)第 45 輯、2012 年）が詳しい。Willkür 概念については、氏の学位論文
Spontaneität und Willkür, Stuttgart-Bad Cannstatt 1996が必須文献であり、日本語で読
めるものとしては、「無制約な決意性としての超越論的自由」（平田、渋谷編『現代カント研
究３ 実践哲学とその射程』晃洋書房、1992年）も忘れるわけにはゆかない。 
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